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──周作クラブ会報──

お
知
ら
せ

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊

『
狐
狸
庵
読
書
術
』
河
出
文
庫

�

（
６
８
０
円
＋
税
）

　

猛
烈
な
読
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
遠
藤
周

作
の
、
本
を
め
ぐ
る
名
エ
ッ
セ
イ
。「
歴
史
」

「
紀
行
」「
恋
愛
」「
宗
教
」
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ

ン
ル
か
ら
、
読
書
の
楽
し
み
を
説
き
ま
す
。

解
説
は
周
作
ク
ラ
ブ
会
員
で
も
あ
る
今
井
真

理
氏
。

『
新
発
見
・
遠
藤
周
作
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
の

家
族
と
の
書
簡
』「
三
田
文
学
」
夏
季
号

�

（
９
５
０
円
）

　

先
頃
発
見
さ
れ
た
手
紙
の
中
か
ら
、
父
・

母
・
兄
の
周
作
宛
書
簡
な
ど
計
14
通
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

申
込
み	

三
田
文
学
会

				




０
３-

３
４
５
１-

９
０
５
３

◆
第
２
回
遠
藤
周
作
研
究
会

日　

時	

９
月
22
日
（
土
）
１
時
～
５
時

場　

所	

星
美
学
園
短
期
大
学

				




０
３-

３
９
０
６-

０
０
５
６

Ｊ
Ｒ
「
赤
羽
駅
」
北
改
札
口
下
車

西
口
よ
り
北
方
向
へ
徒
歩
10
分
・

地
下
鉄
南
北
線
・
埼
玉
高
速
鉄
道

「
赤
羽
岩
淵
駅
」
下
車　

２
番
出

口
よ
り
徒
歩
８
分

研
究
発
表

「『
沈
黙
』『
深
い
河
』
に
み
る
親
鸞
像
」

小
川
仁
子

「
遠
藤
周
作
『
爾
も
、
ま
た
』―

遠
藤
周

作
と
サ
ド
」
小
嶋
洋
輔

「『
留
学
』
に
お
け
る
象
徴
と
暗
喩―

白
い

雪
と
赤
い
色
の
意
味
」
兼
子
盾
夫

「
町
田
市
民
文
学
館
所
蔵
の
遠
藤
周
作
旧

蔵
書
（
欧
文
）
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」

久
松
健
一

申
込
み
、
会
費
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日

直
接
お
越
し
下
さ
い
。

事
務
局
・
山
根 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

◆
特
別
講
座
「
遠
藤
周
作
の
世
界
」

日　

時	

10
月
20
日
（
土
）

				




午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

場　

所	

読
売
・
日
本
テ
レ
ビ
文
化
セ
ン
タ
ー

川
崎
（
川
崎
Ｂ
Ｅ
５
Ｆ
・
Ｊ
Ｒ
川

崎
駅
ビ
ル
）

講　

師　

加
藤
宗
哉

申
込
み	

読
売
日
本
テ
レ
ビ
文
化
セ
ン
タ
ー

川
崎
ま
で

				




０
４
４-
２
２
１-

５
５
９
０

※
今
回
は
１
回
限
り
の
講
座
で
、
参
加
費
は

２
１
０
０
円
。
入
会
金
は
不
要
。

▼
な
お
、
そ
の
日
の
夕
刻
４
時
か
ら
、
横
浜

元
町
で
「
サ
ロ
ン
遠
藤
周
作
の
世
界―
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
」
の
催
し
、「
遠
藤
周�

作
・
母
の
歌
っ
た
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

参
加
費	

２
千
円

会　

場	

サ
ウ
ン
ド
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

			


	

地
下
鉄
「
元
町
・
中
華
街
」
駅
か

ら
徒
歩
２
分

問
合
せ	

周
作
ク
ラ
ブ　

西
澤
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０-

１
３
８
７

◆
遠
藤
文
学
講
座
の
お
知
ら
せ

	

〈
遠
藤
周
作
の
生
涯
と
文
学
⑪

�

～
中
堅
作
家
の
試
み
（
続
き
）〉

日　

時　

９
月
１
日
、
10
月
６
日
、

				




11
月
３
日
、
12
月
15
日
（
土
）

				




３
時
20
分
～
４
時
50
分

場　

所　

幼
き
イ
エ
ス
会

				




（
四
谷
駅
麹
町
口
前
）

　
　
　
　

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

講　

師　

山
根
道
公

受
講
料　

１
回
２
千
円
（
学
生
半
額
）

申
込
み　

風
編
集
部

　
　
　
　

 
 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

内　

容　

今
回
は
、最
初
の
ユ
ー
モ
ア
小
説
『
お

バ
カ
さ
ん
』
お
よ
び
最
初
の
切
支
丹

小
説
『
最
後
の
殉
教
者
』
を
取
り

あ
げ
、
読
み
解
い
て
ゆ
き
ま
す
。

◆
編
集
後
記

▼
５
月
26
日
、
原
点
の
旅
に
参
加
す
る
た
め
名
古

屋
駅
に
降
り
立
つ
と
、
快
晴
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
黄

色
い
薄
霞
が
か
か
っ
た
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
黄
砂

が
飛
来
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
春
か
ら
初
夏
に
か

け
て
、
中
国
大
陸
か
ら
風
に
乗
っ
て
や
っ
て
く
る
黄

砂
が
、
北
九
州
地
方
や
中
国
地
方
に
黄
害
を
も
た

ら
す
こ
と
は
知
っ
て
ま
し
た
が
、
経
験
す
る
の
は
初

め
て
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
名
古
屋
で
…
…
。
あ
る

い
は
、
こ
れ
も
遠
藤
先
生
の
い
た
ず
ら
？　

と
も
あ

れ
、
こ
の
日
は
一
日
黄
砂
の
影
響
で
、
岐
阜
城
か
ら

の
遠
望
も
、
黄
色
く
霞
ん
で
い
た
の
で
し
た
。

▼
６
月
30
日
、
昨
年
の
遠
藤
先
生
没
後
10
年
の
会

を
き
っ
か
け
に
復
活
し
た
「
宇
宙
棋
院
」
の
合
宿
が
、

湯
河
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
会
顧
問
の
黒
井
千

次
さ
ん
、「
宇
宙
棋
院
繁
盛
記
」
を
執
筆
中
の
白
石

省
吾
さ
ん
、
当
会
監
査
の
光
武
喜
代
人
さ
ん
ほ
か
。

久
し
振
り
に
ヘ
ボ
碁
に
興
じ
楽
し
い
一
夜
で
し
た
。

ま
た
、
湯
河
原
に
お
住
ま
い
の
宇
宙
棋
院
の
元
会

長
谷
田
昌
平
さ
ん
が
お
見
え
に
な
り
、
感
激
で
し

た
。
谷
田
さ
ん
は
『
沈
黙
』
を
世
に
出
し
た
元
「
新

潮
」
の
名
編
集
長
で
す
。

▼
９
月
29
日
の
総
会
お
よ
び
周
作
忌
の
懇
親
会
へ
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
28
号

�

２
０
０
７
年
８
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

金
子　

コ
ウ

■
編　
　

集　

岡
田
厚
美
、
黒
澤
政
子
、
近
藤
恭
弘
、

	

　
　
　
　
　

矢
内
一
正

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

	

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
１
１-

７
９
３
９

●
次
回
の
会
報
発
行
は
11
月
の
予
定
で
す
。

◆
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
し
ま
せ
ん
か
。

年
会
費
（
９
月
～
翌
年
８
月
）
は
た
っ�

た
の
３
千
円
、
な
ん
と
月
額
２
５
０
円
で

す
。
年
４
回
、
遠
藤
文
学
に
関
す
る
様
々

な
情
報
が
載
る
こ
の
会
報
が
送
ら
れ
る
ほ

か
、
会
が
主
催
す
る
勉
強
会
や
パ
ー

テ
ィ
ー
、
遠
藤
文
学
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅

行
会
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
若
い
人
も
大
歓
迎

で
す
。
ま
た
会
員
の
方
も
、
ど
う
ぞ
ご
家
族

や
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。
下
記

の
加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

ま
で
お
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
下
さ
れ
ば
、
折

返
し
会
費
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。


